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1. 1まえがき

昭和 57年Kノごーソナルコンビュータ ・PC-8801（以下パソコンと呼ぶ）が，畳！年Kはその周辺機

器としてXYプロッター，デジタイザ一等が各管区水路部K配備された。またそれらK付随寸ゐ幾つかのγ

プリクーションプログラムも既K配付されてなり ，従米本庁へ依頼していた言1・n機処理が一部ではあゐが’1f:;

区Uてないても可能となった。

当管区水路部では， ζれらの機器の有効利用をさらK図るため種々のプログラムを作成してなり，今閉そ

のなかの一例として潮流データの処理K関する各種プログラムを紹介寸ゐ。

2. 長期潮流観測の資料整理

ととで述べる一連の処理は，従来からの資料整理法をほぼそのま交踏襲し，それらをノぐソコンを用いて行

うものである。

(1）流速及び分速の算出

一般K潮流観測データの最初の処理としては，流速討の輿車係数からの流速計算とその北方及び東方分速

の算出である。自記験流器（ OC），長期巻自記験流器（ NC)Vてなけるそのプログラム（フログラム名

TC-CO M，今西作成）は既K作成使用されている。最近用いられ始めたMT C型流速計（皿型は水温計

付き） vcついては，管区で使用できるプログラムがなかったため新たK水温値出力も加えてプログラム「 M

TCCO M 」を作成した。なな流速等各値は，流速討のデータアウト機能で出力される値をそのまま採用し

た。とれらのプログラムは，いずれも作表印字するととも Kフロッピーディスク Kデータフ 7 イノレを作成す

る。

(2) 標準化処理

前記K続く次の処理として，調和分解計算の入力備となる北・東方成分の毎時値を求めるととか必要であ

る。そのための作業として潮流出線用紙K各分通値を観測時刻毎Kプロッ卜し，それらを基K経験的K平滑

曲綿を描きその曲線上の毎正時値の読み取りを行っているが，とれらは全て手作業で多くの時間と労力を要

する。そとでとれらの処理をノごソコンを利用し効率良〈行うため以下のプログラムを作成した。

統合フ 7 イルの作成

前記（1）で作成したフ 7 イルはその使用プログラムKよりレコードフオーマットが異なっている。をた長期

観測lの際は途中で流速計を交換すゐとともあり，その問データの欠担IJを生むととも K，流速計の輿車が変わ

った場合Kはその係数の違いKより作成されるフ 7 イノレも別フ 7 イルとなる。 ζれらは以後の処理やプログ

ラムの作成K当たって煩雑性を生じ不便をきたすものであるのとれらを解消するためプログラム「 STFI 
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L E」を作成した。とれKよりフォーマットの統一，フ 7

イノレの統合，データ修正（ ：欠測期間の内挿値入力等）を行

い同一フオーマッ卜の同一測点ーフ 7 イノレの作成を行う。

安たとのよう Kして作成したフ 7 イルを「統合フ 7 イル」

と名付けた。

ii 分速値の平滑化

次K，平滑曲線を描くための前処理として各分速値の平

滑化が必要であり，そのプログラムとして「 SMOO TH 

」を作成した。とれは「統合フ 7 イノレ」からデータを読み

込み，求める時刻及びその前後各 3点の分速値を使用し，

放物線的移動平均法Kより分速値K修正を加え平滑化を行

うものである。ただ，との平滑方法が必ずしも適正ではな

いかもしれないが，潮流成分の卓越した海域K令いては，

資料整理者が描く平滑曲線との差はほとんど見られなかつ

た。

とのよう Kして，平滑された分速値を｜統合フ γ イル J

K追加し「標準フ 7 イル」とした。との 7-yイノレKは測点

情報として海域名 ・測点番号・測定間隔，データ情報とし

て測定番号・測定年月日時分・流向・流速・北方分速・東

方分速・水温・平滑された北方及び東方分速値が入力され

ている。

｜｜｜ 分速値と平滑曲線の表示

観測点の流動変化，平滑化の良否等を見るため分速値と

それらを結んだ平滑曲棋をディスプレイK，またプロッタ

ーを用いて潮流曲線用紙（潮 20 4用紙） (IL図示するプロ

グラムとして「 NECURVJ，「 P

LT-B」を作成した。とれらはいず St. No 1 3υ0d62 

。C！世
蹴辿 IllHιm II 'I・C似 breitll ttl' 

｜削｛じ処山｜

日
各nn アプリケーションプログラム

第 1図全体の処理フロー

≪ N－.；.，，.ρ． 〉〉 lヲ33 与 9同 6司

れも「標準フ 7 イル」からの入力Kな

ってなり ，前記で求めた平滑値K毎正

時値が含をれていればその値も表示す

る。第2図は「 NECURV Jでディ

スプレイへ図示しそれをハードコピー

したものである。
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(3) 調和分解
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以上の各処理Vてより潮流長期データ 第 2図分速値と平滑曲線のディスプレイ表示

の整理が終わり ，求められた北 ・東成分の毎時の分速値から調和分解を行う。 15昼夜の調和分解プログラ

ム（プログラム名： HA-15 M，福島作成）は，既K作成使用されているが， 30昼夜以上のデータ K対

してはまだ念〈今後の作成が待たれる。
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3. その他の処理

以上のような潮流観測資

料整理用の一連のプログラ

ムとは別K，連続観測点の

流況変化や特性を把握する

ため次のプログラムそ作成

した。在な，入力データは

いずれも「標準フ γ イル」

沙為らである。

(1) 時系列のプロット

（プログラム名 ：PLT-

TCJ 

観測l点にかける流向流速

の時間的変化を捉えるため

一定時実I］毎の各値をプロ ッ

ターを使用してプロットす

る。入力可能なデータは観

J 0 

第 3図ベクトル図
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第 4図観測値と推算値の比較図

測値・推算値の主方向及び分速値と水温

値であb，それらからベクトノレ図，各流

速値，水温値の変化図を描く。なか推算

値はプログラム「 SUIS A N」で算出

作成された 7-rイノレを入力とする。作図

例として第3図Kベクトル図，第 4図K

主方向の観測値（点）と推算値（実線）

の比較図を載せた。

(2) 流向流速頻度統計（プログラム名

:FREQ-F) 

観測l値を流向別.（1 6方位），流速別

( 5段階） trc分けその出現個数，出現率 M

及び各流向Kなける流速の最大から 3個

をでの出現日時，流速等を求め，それら

を作表印字するととも Kフロッピーディ

スクへ出力する。

(3) 頻度分布図の作成（プログラム名

:FREQ-Pl 

前記で作成されたフ 7 イルを入力とし，

プロッターを使用して流向流速別出現頻

度分布図，流向別最大流速図を作成する。

亡二コ ロ．ロト口．フ4

N 

喜重量口．フ5-J.49

皿皿皿 J. sト Z.24

匿雲翠 Z. 25-2. SS 

寵霊翠 3.0ト

(unlt : knot) 

t. 

c: 

第 5図流向別流速出現頻度分布図
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第 5図は流向別流速出現頻度分布図の作図例である。

4. む す び

従来，潮流観測の資料整理はほとんどが手作業K頼り煩雑かつ長時間を要したが，ととで述べたようKノミ

ソコン（周辺機器も含めて）を活用するととKよb，その時間と労力は大幅K短縮省力化される。さらにと

のととは，磁気記録方式の流速計の使用とも併せて長期連続観測を増加させ，よ b精度の高い成果が数多く

得られるようKf.cるものと思われる。

をた一方では，パソコンKよb統計解析等の処理が管区Kシいても容易とな b，取得データ K対する新た

な面からの検討も可能となった。えだし，とれらを行うKは当然そのアプリクーションプログラムが不可欠

であb，その点K沿いてはまだ端緒K着いたに過ぎない。今後作成すべきプログラムは多々あb，ととで紹

介したものが幾らかでも参考Kなれば幸いである。

左念、ととK掲載したプログラム名としては，「潮汐・潮流関係統一プログラム（ ver. 1. 1 ）」 （水路

部沿岸調査課 Ht収録されている旧プログラムフ 7 イル名を使用した。
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